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　本プロジェクトにおけるインスタ
レーションは、福島県白河市表郷金
山に位置するビャッコイ自生地にて
展開された。「ビャッコイ」とは、
カヤツリグサ科ビャッコイ属に分類
される多年草の水生植物であり、明
治 38 年に植物学者・ 牧野 富太郎
（1862－1957）により「白虎隊」の
名に因んだ命名がなされた。また、
ビャッコイが氷河期時代の名残を留
める希少種であり、この場所が国内
唯一のビャッコイ自生地であること
から「金山のビャッコイ自生地」と
して福島県指定の天然記念物に登録
され、今日まで保護され続けている。

　
　高木の杉林に囲まれた窪地から湧
き出る清流に育まれる植物相、
ビャッコイが自生する泉そのものが
インスタレーションの舞台となっ
た。深い森の中を印象づける空間に
白のフィルム素材を用いることで、
この自然界に曖昧な Border（境）を
形づくる。白色の象形物は流水の進
路をなぞる Line（線）であり、水面
を覆う Mask（面）ともなる。 創造的
に配置された美の形は場の特異点と
しての Point（点）でありながら、
広く周囲の Space（空間）に影響を
与えていく。

新たな Environment（環境）を生み
出すものとして存在し続け、自然物
と人工物、有機質と無機物、これら
両極とも言えるものの境を曖昧にす
ることで、その曖昧さをあえて感じ
させる役割を持つのだろう。融合や
統一感ではなく、相互的な作用によ
り共鳴を生む、新たな環境そのもの
が作品として作られた。

　柿崎が本インスタレーション・タ
イトル「Mask the Border｜境を覆う」
に込めた意味とは、美術表現や造形
素材としての考慮以上に、この場所
を選んだことにこそ強く込められて
いるような気がしてならない。そこ
には白河市表郷金山地区の地域とし
ての特徴と誇りのみならず、矛盾や
違和感をも含めた空間として、人の
区域と神の領域（聖域）、人間社会
と自然、環境と保護といった、不明
瞭ではあるが確かに感じられる
「Border｜境」がある。
　柿崎は稀な地域的特性のなかに美
術という別の視点からの概念を取り
込むことで、その曖昧な境界線を文
字通り覆ったのだ。それは物質的に
土地をやさしく包む作業であり、視
覚的に空間を隠す試みであり、思慮
的に対象物（ビャッコイ）を守る意
志でもある。この地はランドアート
の舞台となったことで今改めて土地
の本質に気づかされる。ビャッコイ
や周辺植物、湧水、民間信仰といっ
た個の歴史と存在の価値を再認識さ
せられることで、新しい未来の活動
へと目を向けることに繋がっていく
のではないだろうか。

　これまでフラワーアーティストと
して知られ、植物を主材料にした作
品制作を行ってきた柿崎が、今回の
プロジェクトではいっさい花に触れ
ることはなく、それでいて同地を象
徴する “ビャッコイ” を主体とした
作品を完成させた。また、舞台とな
る設置場所が天然記念物の存在する

　白いフィルム素材は極めて人工的
な物質として、突如この緑に囲まれ
た空間に出現した。フィルムを張る
というだけの最小限の行為によって
もたらされた自然界への異物の挿入
は、その物が据えられた空間内にお
いて、本来異物としか言いようの無
い違和感を与える存在なのかもしれ
ない。しかし、この反自然的物質は、
環境に適応させる目的で設置された
のではなく、また周囲に溶け込むこ
とを目論んだわけでもなく、設置し
た作家の手を離れてからもたらされ
るわずかな時間の経過と相まって、
やがて自然体となっていくような気
にさせられる。

　フィルムの張力が生む不規則かつ
無数の Drape（襞）は、生物の皮膚
のように伸縮し、林に吹き込む風に
揺られ呼吸するかように上下の動き
をみせる。また、薄く光を透過させ
る半透明かつ無彩色の素材は日の光
の影響を受け木立の影を落とす
Screen（幕）となり、反対にそれ自
体が泉の水面へと鮮明に映り込み被
写体ともなる。
　柿崎 順一のインスタレーション
は、同一空間内において周囲の影響
を受け、同時に周囲に影響を与える
物質を配置し、現象を発する装置と
して仕掛けられた。その装置は場に
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Profile
　1971 年 長野県生まれ。基礎造形と園
芸学を学び、花・葉・実・樹枝など植物や、
キノコ・地衣類など細菌、石・土などの
自然素材を主材または素材に、ランド
アート・エンバイロンメンタルアートや
フラワーアートなどを制作、写真・ビデ
オなどを媒体に国内外で発表している。

近年の主な展覧会

2014「Ikebana and Contemporary Plant Art」 
スウェーデン/ウプサラ植物園 リネアリウム・
オランジェリー / 2017「TREE」札幌芸術の
森美術館　「AFTERLIGHT」スウェーデン / ア
ルムンゲ・ハグランドスコラ（－2022）/ 
2019「METAPHOR | 比喩的な自然」長野県 /
国営アルプスあづみの公園・多目的ホール / 
2020「PETITS MONSTRES DES FIEURS DE 
PARIS Ⅱ」 フランス・パリ/ギャラリー レ ヴァ
ンシス シェーズ / 2022「Ψの庭・Φの夢」東
京 東向島 /北條工務店となり

　2015 年に始まり今年で 8 回目を
数える「まちづくり関係講演会」が、
新軽井沢の友愛山荘ホールにて開催
された。主催は一般社団法人・国際
文化都市整備機構 (FIACS)。軽井沢
ほか複数の地方拠点と東京とを連携
させることで相互に新しいまちの姿
を見出すべく、研究と実践を重ねて
きた組織だ。
　コロナ禍で委縮した社会、ウクラ
イナとロシアの戦争、元総理大臣・
安倍晋三氏の射殺事件など、誰もが
着地点の見えない混沌とした日常に
いる。そうした中にあって、軽井沢
周辺には移住者やデュアル居住によ
る世帯が増えた。目的を持ち居を移
す人たちには、今までにない新しい
考え方や動き方が見える。風が吹い
ているとも思えるこれらの事象から
新しいコミュニティも生まれつつあ
る。
　今回の講演会はFIACS専務理事（青
山学院大学教授）井口典夫氏の司会
進行役のもと、同理事長（元西武百
貨店社長・参議院議員）水野誠一氏
による時代を読み解くための基調講
演から始まった。その後、軽井沢の
自然の中で人間形成に寄与してきた
体験学習施設のオーナー・森和成氏、
軽井沢駅北口でこの秋に誕生する新
しい美術館の代表者・安東泰志氏、
軽井沢町役場一帯の開発整備に関わ
る FIACS 理事（青山学院大学教授）
團紀彦氏が順次登壇した。最後の挨
拶は同会長（元総理大臣）鳩山由紀
夫氏が務めた。

　水野誠一氏の基調講演によると、
戦後 77 年を迎えながら今の日本社
会にはむしろ豊かさと貧しさの二面
性が際立つようになったという。そ
の背景に、状況に適合して機敏に動
けない政治や政策があり、結果とし
て大企業などに富や金が偏在してし
まっているとのこと。日本の国力低
下はもちろん、世界で起きている紛
争や戦争、食料危機、エネルギー問
題まで、従前の思考では解決はでき
ないだろうとも。
　水野氏はこうした様々な問題に対
処するには「グレートリセット」が
必要と唱える。グレートリセットと
は “現在の社会を構成する金融や社
会経済などのさまざまなシステムを
一度すべてリセットし、再構築する
こと”。世界フォーラム（WEF）が
2021 年のダボス会議で発表し、世
界から注目されている。このグレー

　次に登壇の森和成氏は、軽井沢と
白馬で『ライジングフィールド』と
いう自然体験型教育の場を営んでい
る。組織開発・人材育成を主とした
コンサルティング業務での経験をも
とに、子供たちの考え行動する力を
引き出す体験教育を広める活動をし
ているのだ。
　「現代社会は成熟化していますか
ら、自らが考え決めてやってみる、
感じる、考える、決めるといったサ
イクルを回す機会が減っています。
こんな時代だからこそ、大自然とい
う不安定な環境下での体験学習機会
は、子供たちの生きる力を高めてい
くために不可欠と考えます」

　軽井沢町内の風越学園や東部小学
校の生徒たちもライジングフィール
ドでの体験学習に参加している。
Web サイトで簡単に情報が検索で
き、それで解った気になっているの
は大人も同じだ。しかし自然の中で
触れ感じるなどして、考える力や対
処する知恵を自らの試行錯誤を通し
て得る。こうした体験のできる軽井
沢という地を「もっと良く知ってほ
しい」とのことであった。

　続いて安東泰志氏の登壇である。
話題は 10 月 8 日に軽井沢に誕生す
る「安東美術館」だ。軽井沢には美
術や文学に関する施設が数多くある
が、久しぶりに文化施設が誕生する。
フランスで活躍したアーティスト・
藤田嗣治のみを常設展示するという
個性的な美術館への期待は高い。同
美術館の誕生までの秘話を、安東泰
志氏自身が語ってくれた。同氏は大

　最後に登壇の團紀彦氏は、軽井沢
の現状とこれからについて画像を示
し講演。
　「1980 年代にカナダの宣教師が訪
れた頃の軽井沢はススキ野原であっ
た。多くの先人が努力し植樹をする
などして百年を経て樹木に包まれた
森が出来たわけだが、その分、高湿
度となり軽井沢の別荘地は苔蒸す環
境に苦慮している。さらに高くなっ
た樹々には倒木の危険性も生じ、自
然環境との共生に新たな課題をもた
らしている。この先、環境や生活の
変化などの要因が、“軽井沢らしさ”
を維持させていくことを困難にする
恐れもあろう」
　そうしたことに前向きに取り組む
團氏が提案する町のルールづくり。
講演会のフロア参加者から軽井沢町
新庁舎のコンセプトのほか、膨れ上
がる整備費に関する質問が聞かれた
ことも、團氏への期待があってのこ
とと思われる。

トリセットを実現させるためには
『より公平性のある市場をめざす』
『Environment( 環境 )、Social( 社会 )、 
Governance( ガバナンス ) への投資
をプログラム化し活用する』『専門
分野を超えた協力と革新』の 3 点が
重要とされる。
　分断する社会を目の当たりにする
昨今、講演の締めくくりとして人類
が利己的な考えや文明に溺れること
で自らをコントロールできなくなっ
た今の状況を、ディズニー作品『ファ
ンタジア』を例に説明した。

学卒業後、大手銀行に就職し海外勤
務を長く経験する。企業再生など身
を削る業務が続く中、藤田嗣治の作
品と出会い癒しの日常を得るうちに
コレクションを増やしていったとの
こと。自宅の壁に埋め尽くされたコ
レクションは約 180 点にもなった。
そこから藤田が生涯描き続けたモ
チーフ「少女」「猫」「聖母子」の数々
を是非多くの方々にご覧いただきた
いと思い立ち、美術館を創設したい
と考えるに至った。

　安東氏が、金融業界の荒波をくぐ
り抜けることが出来たのも藤田作品
のパワーがあってのこと。美術館で
より多くの方々に、作品の持つチカ
ラを感じてほしいというのだ。美術
館の完成予想図が紹介されたが、全
体はあたかも大きなサロンの様相を
呈する。レストランも併設されるの
で、作品と向き合ったあとのクール
ダウンにも最適な場所になりそう
だ。軽井沢大賀ホールの斜め向かい
に位置する。

　朝が来て、夜になって、また朝が来て…。平凡な暮らしがいかに大切なことかを思い知った今年。皆さんが最も大切なことは何ですか？と改めて聞きたくなる。“分断”

などという言葉が直ぐ隣に迫ってきて、ぞっとする。賛成と反対の数字で何かに歯止めをしようとしても、簡単にはいかない。息が詰まりそうな時に、武満徹の存在が

妙に心に迫ってきて、なんだろうと。生存中の活躍を生で拝見することは出来なかった。ところが、今になって近い存在に感じるのは、彼が浅間山の麓で制作活動をし

ていたからかもしれない。普賢山落を調べた。その時代のそこに居たくなった。大変な作業の積み重ねだったのだろうけど、創造することや仲間と愉しむことがキラキ

ラとそこにはあったように見えた。エネルギーはそういうことにつかいたい。そういうことにつかおう！といいたい。（嶋）
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自然保護区であったため、実質一日
のみの制作許可であった。そのため、
展覧会としては写真とビデオにのみ
写された記録的事象としての展示が
行われる。
　画家や彫刻家のように物質として
の存在が残らないのがインスタレー
ション、そしてランドアートの特徴
でもある。しかし作家自身の表現が
造形的に具現化され、土地、自然、
根付く文化や歴史までもを要素とし
て作品に組み込むことで “場” をつ
くり変える。新しい環境がもたらさ
れた空間に入り込んだ者、景色を覗
き見た者の脳裏に一瞬の記憶として
強く焼き付く場の力と自然の美し
さ、それが柿崎順一の環境芸術の向
かう先なのだろう。

「Mask the Border | 境を覆う」
JUNICHI KAKIZAKI | 柿崎 順一

福島ビエンナーレ2022
「風月の芸術祭 in白河」“境”

展示場所：白河文化交流館コミネス
2022/9/10（土）～10/9（日）

キュレーター 　鈴木 一史 /
　　　　　　　志賀高原ロマン美術館
撮影　 岡本 譲治
写真製版 　熊倉 桂三
製作助手 チャン・アイン　

　長野県千曲市在住の環境アーティスト・柿崎 順一は花や木といった植物を
美術素材に選び、空間としての自然や大地を支持体とした新たな環境を構築
する。アースワークを用いたインスタレーションは、ランドアートや環境アー
トに位置する美術様式の一環であり、作家は自然物に自己表現を加味するこ
とで生命の際立つ美しさ、強さと儚さを提示してきた。



　明治から昭和にかけて活躍した
室生犀星や堀辰雄など文豪たちは、
軽井沢を創作活動の拠点とし作家
仲間が集い独特の別荘文化を創っ
た。

　この軽井沢追分に隣接する御代
田町の普賢山落は、1960 年代にデ
ザイナーや写真家らアーティスト
が仲間を募り、自らが新たな別荘
コミュニティを形成した。
　作曲家の武満徹が創作活動をし
た場所として、今も語られること
の多い普賢山落が位置するのは、
追分から小諸方面に向かう浅間サ
ンラインの脇だ。追分の森を抜け
ると左手に視界が開ける。眼下に
広がるのは小諸の畑や佐久の市街
地。後ろに浅間山を控えた丘から
は、遠く八ヶ岳や蓼科山、右方向
には戸隠山が、60 年前は一望でき
た。

　そもそも、写真家の故大辻清司

　来る 10 月 8 日、軽井沢に新しい芸
術拠点が誕生する。世界が認める画
家 藤田嗣治だけを展示する美術館だ。
もともと長野県は日本で一番、美術
館の多い県だが、その長野において
大小様々な美術拠点を有するのが軽
井沢である。
　軽井沢安東美術館は、軽井沢駅か
らほど近い大賀ホールの斜め向かい、
旧軽井沢へ続く森の入口に位置する。
藤田嗣治作品の主要なテーマとなっ
ている「猫」や「少女」そして「聖母子」

氏が母親の療養地として軽井沢に
別荘物件を探したことが事の始ま
りだった。避暑をしていた離山借
家の大家宅に、行商で来ていた人
が御代田の寺領地貸出の話をして
いるのを聞き、訪ねたのが普賢寺
だったと『普賢山落史』（1993 年 
普賢山落会発行）に記されている。
　普賢寺はほとんど檀家を持たな
い寺で、住職は都度代替わりして
きた。1960 年代に住職を務めた神
津玄照氏が、寺の敷地を有効利用
するため敷地を賃貸しようと町の
観光協会などに相談したのだった。
1962 年（昭和 37 年）、大辻氏と
一緒に土地を訪れたアートディレ
クターの足立淳氏は、寺領地 1 万
5 千坪を借り受けるにあたり、二人
で手分けして村つくりの参加者を
募る案内をはじめた。

　別荘村をつくるという考えその
ものが非常に斬新だ。「新しく一か
ら始める自分たちの村」の構想を
持ち写真家やデザイナー仲間に、
共にコミュニティを形成しようと
呼び掛けた。すでに出来上がって
いる別荘地「軽井沢」でコミュニ
ティをつくるのとは違い、つきぬ
けた高揚感があっただろう事が普
賢山落史から伺える。

　普賢山落という村つくりには、
御代田町も一役を担った。当時、

御代田町は昭和 31 年に町制を敷い
たばかりで、軽井沢に隣接する立
地条件と自然環境を有しながらも、
自立した街づくりを模索し企業誘
致や別荘地開発などを進めていた。
こうした背景もあり、普賢寺の土
地活用には町を挙げて協力体制を
整えた。
　大辻氏とグラフィックデザイ
ナーの仲間が核となり、デザイン
関係者、音楽関係、美術関係といっ
た芸術家が、借地に別荘を建設し
理想郷の建設に突き進んだ様子が
『普賢山落史』で読み取れる。生活
に必要なインフラ整備からはじま
り、コミュニティが出来るまでに
は様々な問題や課題があった。借
地として形成された “村” は、神津
住職によるトラブルで後に山落会
員は各々借地を購入している。仲
間を集うことにはじまり、志を共
にして潤いのある暮らしができる
村を形成し、個々が創造性の高い
繋がりを維持して環境に準じてき
た普賢山落会員の歴史がここには
ある。画家の故池田龍雄氏が、後
に山落会員をして「遊び人が多かっ
たね。この遊び人とは “表現に関わ
る人” っていうこと。皆さん若いク
リエイターだったので、お金には
ゆとりは無かったけど心にゆとり
があったね」と回想している。武
満徹さん、作家戸川昌子さん、工
業デザイナー柳宗理さん、写真家
秋山庄太郎さん、武蔵野美大元学
長で美術史家の水尾比呂志さん、
などなど錚々たる住民たちが夏の
普賢山落に集った。
　令和の時代になり、普賢山落に
は 60 年超の年月が経過した。今も
同じ会員の家族が保有する別荘も
あれば、売却されたものもある。

当時の見下ろせば佐久平、振り返
れば浅間山といった環境は、大き
く育った樹々に囲まれ深い森の中
となっている。道路は然程に広く
なく未舗装がほとんどで、車の往
来にも苦労する。しかし引き継が
れる魂があるのか、昨今では若い
クリエイターが山落の成り立ちを
好み移住しているとも聞く。
　裾野の街は 60 年の時を経て、利
便な日本のどこにでもある街に代
わりつつある。けれど、こうした
先人が苦労して拓いた場所が長く
後世に引き継がれることが望まれ
る。

　＊今回、武満徹さんの情報を収集する
なかで、普賢山落会が発行した『1993
年版普賢山落史』を図書館で発見し読み
進むうちに、まるで当時の山落のメンバー
になったように心が躍った。不動産業者
を介在させず、同志が集まって道路、電気、
水道という生活インフラから手掛けたこ
のコミュニティをとても羨ましく輝かし
く感じたのだ。並々ならぬご苦労の連続
だったことは頁を括るごとに拝察された。
それでも山落の皆さんは毎夏、祭り遊び
すら “開発” して、それはそれは楽しい
暮らしをされていたことが伺える。フロ
ンティア精神と遊び心と団結。今の時代
にこそ必要なことが満載だ。良い時代だっ
たねという郷愁ではなく、こういう人の
結びつきを取り戻したいものだと、つく
づく感じた次第である。ご協力いただき
ました足立淳氏と澤田勝彦氏には心より
御礼申し上げます。

　今年は、ドナルド・キーン生誕
100 年ということで、展覧会があち
らこちらで開催される。2019 年 2 月
に惜しまれつつ亡くなったが、日本人
よりも深い愛情で日本を見つめてきた
人だと感じる。実はここ軽井沢とも深
いゆかりがあり、千ヶ滝の地に別荘
（庵）を構えられ、避暑、そして執筆
を行ったとのことだ。

　軽井沢在住の写真家 真島ゆかり
さんが 2 冊目の写真集を発刊した。
真島さんは、浅間山麓で自然の息
遣いを写真に撮り続けている。花、
鳥、蝶、雲、草木そして浅間山。
普段見慣れている山も自然も生き
ものたちも、撮られかたによって、
これほど儚げだったり、生きてい
る力強さだったりが見えるものだ
と感心しかない。
　真島さんのご主人は、鉄道写真
家で著名な故真島満秀氏。多くの

「大阪屋書店　695（ロックゴ）COFFEE」佐久
市岩村田3589　＊木曜定休
0267-67-5454　https://695coffee.com/

　別荘地としても観光地としても、
その立地条件や環境から軽井沢は
度々メディアに取り上げられる。
旅行すれば去り際に土産は付きも
のだが、軽井沢の有名なスーパー
マーケットは訪問客も別荘民も住
民も裏切らない、まごころと新鮮
で安心な食材を揃えて応対してく
れている。
　軽井沢駅至近の『デリシア』は
その頼みになるスーパーマーケッ
トのひとつ。2017 年 4 月にマツヤ
からデリシアに代わり、明るく活
気溢れる店内になった。新幹線で
軽井沢に着き帰路の途中に食材調
達で向かうのがデリシア。駅周辺
でしっかり散策をしてホテルに戻
る前に旅人が立ち寄るのがデリシ
ア。旧軽井沢の別荘から出かけて
きて食材を調達するのがデリシア。
　三者三様、違うニーズにどう対
応しているのだろうと、とても気
になる商品ラインナップ。品定め
に店内を回ると、肉コーナーも鮮
魚コーナーもかなり高級な食材か

ら手に取りやすいものまでバラン
スよく陳列されている。店舗面積
がツルヤに比べると狭い分、かな
り吟味した商品選定を余儀なくさ
れているに違いない。営業時間が
夜10時までというのが有り難い。
　店長さんに尋ねると、「どの商品
を手にしていただいても安心して
いただけることが第一と考えてお
ります。当店は 7 割が初めてのご
来店の方とみています。ですので、
常に高いテンションでお買い物を
楽しんでいただけたらと心がけて
います。」だそうだ。
　夏場はやはりお土産需要が伸び
る。地元の土産物ラインナップを
充実させることと、店内の地元関
連商品を手にしてもらうように
ディスプレイにも気を遣っている
とのこと。うち使いばかりの需要
ではないことが、軽井沢のスーパー
の特徴でもあるのだ。

知人やファンが、今も満秀氏を慕
い真島さんに逢いに来てくれたり
するほどだ。1995 年にご主人と軽
井沢に転居したが 2009 年に満秀
さんが急逝し、失意の年月のなか
で救いとなったのが満秀さんから
教わった写真で、立ち直るきっか
けとなったと聞く。
　“花たちのモノローグ” では、煌
びやかに咲く美しいだけの花では
なく、花弁が数枚散ったものや、
花そのものではない周辺が輝くよ
うな一枚などが収められている。
観るものに、美しさの概念を問い
かける写真集だ。10 月末まで佐久
市のカフェ「大阪屋書店　695（ロッ
クゴ）COFFEE」で写真展開催中。

などを中心とする個人コレクション
約 180 点を展示する。館内にはコン
サートスペースやカフェも併設。展
示室は 2 階部分で、部屋ごとに異な
る色使いが成されている。
　館内を回遊しながら藤田の作品を
鑑賞することで、訪れる人々を癒し
の世界へ誘ってくれることだろう。
軽井沢から世界の藤田ファンへ、新
しい扉が開かれる。

軽井沢安東美術館
〒389-0104 長野県北佐久郡軽井沢町
軽井沢東 43番地 10
Tel: 0267-42-1230
https://www.musee-ando.com/

越し野菜生産に転換。シクラメンを育
ててきた頑丈で大きなハウスをそのま
ま利用しながら、浅間の伏流水を井戸
で汲み上げた水を使い、移動が容易い
プランターでの栽培を始めた。プラン
ターを置くベンチにパイプを張り巡ら
せ、パイプに通す水温調整で温度管理
もできるようにした。この床建てはパ
テントも取っている。ベンチもボイ
ラーも自己作品だ。土壌は花栽培の時
代からコツコツと勉強し、あらゆる土
を試して微生物が活発になる配合を突
き詰めた。
　髙山さんの考案した野菜つくりは場
所や寒暖を問わず、あるいはビルの中
でもできるノウハウを有している。画
期的な土つくりと既成概念にとらわれ
ない発想で、これからは『喜ばれる食
材』を若い人が楽しく生産できる農業
にしたいと考えている。全ての行程を
自ら考え創り出し化学肥料とは無縁の
野菜を作るこの農法を、芸術と言わず
になんと呼ぶかである。
　毎週土曜日に 300 円リーフを販売
している。野菜に負荷をかけない生産
方法なので持ちが良く味わいが深いの
が特徴。

浅間ファーマーズ　御代田町馬瀬口
（R18 馬瀬口信号を佐久方面に入り
150 メートルほど先左）
0267-31-2530
代表　髙山英樹さん

　アレルギー体質の人が増えている。
石油関連製品は加工技術の向上で身の
回りのあらゆる場面で製品化され、そ
れが原因で “害” になるケースも増え
た。柔軟剤流行りで香害に苦しむ人が
声を挙げるのを耳にすると他人事では
ない “多様” を痛感する。
　口にするもののアレルギーも深刻
だ。がしかし、気付かずに経口摂取し
続け後に甚大な影響を受けたときには
既に病気になっていた、ということも
あるだろう。
　こだわりという括りではなく健康に
生きるための手段として身体に間違っ
たものを摂り入れたくない人は多い。
そこに応える生産者が今確かに人気を
集めている。

　独自の生産ラインを開発して野菜を
つくる人、浅間ファーマーズの髙山英
樹さん。軽井沢周辺の高級レストラン
やホテルなどから請われてオリジナル
のリーフなどを提供している。
　父親から受け継いだシクラメンの生
産農家だったが、市場に左右され苦労
をした。花の生産をする中で、土と生
産する環境管理の大切さに気付き独自
で研究を重ねたが、７年前に次代を見

　10 月 10 日まで、軽井沢高原文庫
では『生誕 100 年　ドナルド・キー
ン展』を開催。驚くほどの達筆の日本
語の手紙や、日本を代表する文豪たち
との広い交流がつぶさに観られる展示
だ。多くの著作も購入できる。東日本
大震災を機に日本に帰化したキーンさ
んの足跡を 2012 年に養子となった
キーン・誠己氏が語り継ぐ。
軽井沢高原文庫　
北佐久郡軽井沢町大字長 202-3
0267-45-1175

　昨今の軽井沢は、子どもの学びがひ
とつのキーワードになっている。新し
い方針を打ち出す学校が誕生したこと
や、放課後の過ごし方など、学びの選
択肢は広がっている。
　鳥井原の新幹線高架付近の軽井沢コ
モングラウンズ内に、2020 年に開校
した『イートンハウス軽井沢ラーニン
グハブ』では、3～ 6 歳のプリスクー
ルと、6～ 12 歳のアフタースクール
が開校しており、子どもたちが樹々に
囲まれた自然の中で英語を通して学び
を得る場所となっている。この場所に
は、登録制のシェアオフィスもあり、
地域の人の交流にも利用されている。
イートンハウスやシェアオフィスがあ
るこの場所は元大学のサマースクール
跡地で、ゆとりある広さの森に、今後

どのような施設が生まれるのか注目さ
れてきた。
　こうした巷間の期待があるなか、書
店やカフェなど日常的に地域の方々が
集える場所として、また子どもたちだ
けでなく大人も学べる場として工事整
備中らしい。書店では、利用者を想定
して取扱い書籍の構成を工夫する、あ
るいはイベント企画を行う、また本を
読みながらカフェを楽しむ、あるいは
コワーキングスペースで仕事に集中す
るといった施設が充実しそうだ。
中部小学校に近く文教地区ともいえる
場所。来春には、ますます目が離せな
いエリアになるだろう。

軽井沢コモングラウンズ・ザ・オフィス
北佐久郡軽井沢町大字長倉字鳥井原脇 1690-1
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